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※現在結果集計中のため、数値は今後変更になる可能性があります。

農林水産省農林水産技術会議事務局

研究推進課

異分野融合研究に関するアンケート調査結果



　

アンケート回答者の専門分野

・アンケート期間：平成25年6月下旬～7月中旬
・アンケートの回答者（回収）数：7月17日現在、181名
・回答者内訳：回答者数のうち農学が4割、医学、理学でそれぞれ2割、残りが薬学と工学
である。
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（２）研究段階

（１）企画段階

・企画段階において異分野連携を効
果的に進める上で、企画提案会、
ワークショップの開催が有効との回
答。
・この他、関心領域を明記した研究者
リストの作成、技術研究組合の設立、
学会間連携も効果ありとの回答が
あった。

・共同研究をケアする専属スタッフ、
連携する研究者の確保にかかる施
策、研究者の流動化を挙げられる者
が多かった。
・また、共同研究に活用できる施設、
機器等を重視するとの回答も多く挙
げられた。

問２－１
農林水産・食品分野とそれ以外の分野との連携を効果的に進める上で何が必要か。
（※複数回答のため、合計は回答者数と一致しない）
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・効果的な連携のための国への期待
としては、研究資金の確保が最も多く
挙げられた。
・また、連携人材の派遣制度、将来を
見越した研究戦略策定、関連企業等
の参画アレンジについても期待が挙
げられた。

問２－２
問２－１を効果的に進めるための国にどのようなことを期待するか。
（※複数回答のため、合計は回答者数と一致しない）

102 

23 

145 

108 

24 

75 

14 

0 

50 

100 

150 

当
該
研
究
に
お
い
て
将
来(10

年
程
度
）を
見
越

し
た
研
究
戦
略
の
策
定 

研
究
機
関
で
の
連
携
に
か
か
る
協
定
、
規
定 

研
究
資
金
の
確
保 

連
携
人
材
（研
究
者
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
の
派
遣
制

度
（身
分
保
障
、
手
当
）の
新
設
） 

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
等
の
開
設 

関
連
企
業
等
の
参
画
の
ア
レ
ン
ジ 

そ
の
他 

(人） 


	hyousi 
	資料

